






〔研究目的〕 

 未熟な状態で出生したと云うハンディキャップをもつエクスプリマチュア・チャイルド

の長期予後に関して,最近とくに著しい改善がみられてはいるが,彼等の発育や発達につい

てはその評価の基準が明らかではなく,長期養護に際しての問題も少くはない。 

 われわれは昭和55年度及び56年度の本研究において,極小未熟児や超未熟児の身体発育

と,生後 18ヵ月時を中心とした精神発達について分析したが,今回の研究においては,更に

その後4才6ヵ月に至る精神発達,知的発達について検討し,エクスプリマチュア'チャイル

ドの発達の評価基準の基礎データに資するを目的とした。 


